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1. はじめに 

ニューロン CMOSインバータを活用したハミング距離

検出器（以下、νCMOS 型ハミング距離検出器）は、二

つのデータ間のハミング距離が参照距離以内であるか

を判定する。著者らは時間領域で動作する νCMOS 型

ハミング距離検出器に対し、νCMOS 内のフローティン

グゲート（以下、FG）の初期電荷の影響を解決する FG

キャリブレーション回路や、貫通電流(Itc)を抑制するクロ

ックドνCMOSインバータ（CNCI）を導入するなどの研究

を行なってきた[1][2]。しかし、FG の電圧を上昇させる

ためのカレントミラー回路については詳しい検討がされ

ていない。本論ではカレントミラー回路についてカレント

ミラー電流(ICMA)とハミング距離検出に要する時間の観

点で HSPICE シミュレーションによる検証を行う。 

2. ハミング距離検出器 
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図 1．時間領域で動作する νCMOS 型ハミング距離検出器 

 

図 1 は、時間領域の νCMOS 型ハミング距離検出器

である。この検出器は、ビット長 m である 2 つの入力デ

ータ DATA-A（a1,a2, ..., am）と DATA-B（b1,b2, ..., bm）の

ハミング距離 DHに対応する時間遅延を有する信号とし

て電圧を出力する回路である。検出器は、EXORゲー

トアレイ（EXGA）、カレントミラー回路、FG キ

ャリブレーション回路および CNCI で構成されて

いる。参考文献 [2]ではカレントミラーの抵抗 RCM 

=1[kΩ]としていたが、本論では、いくつかのパターンで

シミュレーションを行っているのである。 

 

 

3. シミュレーション 

今回の検索時間は MPSW が ON から OFFまでの時

間(td)とする。 今回はハミング距離DH=1としている。文

献[2]と同様の条件で、Hibikino 2µm CMOS プロセス設

計ルールによって HSPICE シミュレーションを行った。

図2はハミング距離検出器の抵抗RCMに対するカレント

ミラー電流(ICMA)と検索時間(td)のシミュレーション結果

である。その結果より抵抗が増大することで、ハミング距

離検出器の下がり、ハミング距離検出の動作がより遅く

なる。それにより文献[1][2]の検出器の消費電力をさげ

ることも検討できる。今後はカスコードカレントミラーなど

の他の定電流原を検討し、コピー精度などの検証を行

っていき、検出器の応用やどの分野に最適なのかを検

証する。 

 

 

図 2．抵抗 RCMに対するカレントミラー電流(ICMA)と 

検索時間(td)のシミュレーション結果 
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